
マラルメ研究　　その1

一＜Mes　bouquins　referm6s　sur　le　nom　de　Paphos＞の考察一

中　村　衣子

この研究は，19世紀末フランス文芸研究の一環としてなされたものであり，また，

この研究論文自体が，文芸研究の方法の模索としての意味を併せもっものである。

なおこれは，1974年京都大学に卒業論文として提出したものに多少手を加えたもの

である。

序　　　章

詩の思想的側面が，超歴史的無時間的意味を有し得ると同時に，詩の詩作形成的

側面が，常に歴史的時間的であることは，文芸学的研究方法において，特殊性をも

つ具体的歴史的考証と，普遍性をもつ理論的体系的探求の両者が，相互作用的に必

要であることを示すであろう・

マラルメの一つのソネについての考察である本論は，上記の研究方法に基く・す

なわち，第二章においては，前者，具体的考証が，第三章においては，両者の相互

作用的考察が，それぞれ相対的に強調される。なお，第一章において，　「詩」の

位置づけが芸術の中になされるが，同時に，それがマラルメの必然的に要求するも

のであることが明らかにされるであろう。このようにして，以下の章を妥当な地平

に置くためにのみ必要な厳密さをもつ第一章から出発し，第二章のソネの解釈を通

じて，第三章において特殊性と普遍性をもつべき一個の芸術作品の解明，すなわち，

この詩における「マラルメ」の世界であり，同時にマラルメの生んだ「世界」であ

るところの，一つの世界を現出せしめることが，本論の主旨である。
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第一章芸術作品としての詩

そもそも芸術とは，たとえばどのような言葉で表現され得るものであろうか。シ

ンボルの芸術哲学者，ランガーによれば｝）芸術において表現されるのは，一つの観

念，内的生命に関する一つの観念である。芸術作品の中に，生命そのものが一っの

シンボル（内包作用をもつ象徴）として表現されるのである。では，　この内面的

主観的過程についての観念の表現とは何か。同じくランガーによれば，内面的過程

を基にして，ある外面的イメージを創り出すこと，すなわち，主観的な実在の客観

的表出に他ならない。芸術とは，主観的実在を客観的に表出する表現形式（虚の客

体）の創造であるとも言えるであろう。

ボーが，芸術作品において魂の高揚を求めて印象の全体性を表現するために，偶
然と直覚を排し厳格な因果関係をもつて創作の道を歩み1）ヴァレリーが，脈絡のな

い心象の異常な結合状態である夢と酷似した創造的感動である詩的状態を，感得す

ることではなく，目覚めて意識的知的作業によつてその状態をそれに対応する唯一

の一世界として他の人の裡に創り出すことを，詩人の職責と考えジ）マラルメが「詩

を作るのは，決して意想でもつてではない。語でもつて作るのです。包と，意想は

あるのに思うところを物に出来ないと嘆いた親友の画家ドガに語ったこと，それら

すべては，主観的実在たる芸術の客観性，普遍性，永遠性への本来的志向の平面に

位置づけられないであろうか。

さて以上の如き芸術は，それを構成する要素としての材料によつて諸ジヤンルを

分つ・鳴り響く音を材料として音楽が創られ，絵具を材料として色と形によつて絵

画が創られ，木や石を材料として空間の緊張によつて彫刻や建築が創られるように，

文学が言語を材料として創られるであろうことは，「言語は芸術の材料として使わ

れる必要上・鮎とマラルメの示すところでもある。しかし古来，芸術諸ジヤンルが

優劣をつけられてきたのは周知の事であ認画家は，通常，目に見える世界を再現

することによつて，建築家は，ある程度実利的な目的をもつ建築物の中で，自己を

表現しなければならず，たとえば詩人は，日常の会話で使われている言葉を用いね

ばならない。ただ音楽家のみが，自分自身の意識で直接に自己を語り得る。音楽は，

その抽象性において最も普遍性への可能性を多くもち得るであろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　7）ヴェルレーヌが，・「音楽を何より先に」と歌い，マラルメが，「詩人は，その富
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を音楽から奪い返さねばならない，）」と考えたのは，元来あらゆる芸術が，了解可

能で，翻訳不能な，直接的な生の喚起力をもつ音楽に憧れるという潮流の中に捉え

得ないであろうか。しかし，音楽を求める文学に，音楽性を含む独自の文芸の可能

性をみるのが，またマラルメであった。「言語による意味が与えられなければ，音
楽も自分の輝きに盲目な生の力に留まる。9㍉と彼は言う。

このように芸術の一ジャンルとして選ばれた文学を，今，言語を材料とする芸術

の意味で，言語芸術と呼ぶことができるであろう。この言語芸術としての文学にお

いて・言語がその材料性，実体性，主体性を最もよく確保し発揮し得るのは，文学

の形式の観点から「詩」であるとも言えるであろうか。ヴァレリーは，言語の機能

性と実体性に着目して，詩を舞踊に，散文を歩行に讐えて，これに応える計o）歩行

は明確な一対象を目指し，我々の目的は，その対象に到着することにあり，行為の

成就の後に，その移動は廃棄され吸収されるが，舞踊は，歩行と同じく行為の一体

系でありながら，行為自体の裡にその窮極を有し，何かの対象を追求するとしても，

それは一つの観念的対象，一っの状態，一つの花の幻影，一つの生命の極点である

と言う。ここに，伝達という職責を果した後に不要となり消え去る言語と，生を終

えたために亡びるということなく，その固有性の故に無際限に生きる言語の区別を，

彼はする。詩は・ひとまず・言語の実体性において，言語芸術としての文学の最高

の形式であり得ると言えるであろう。ところで，このヴァレリーの比喩が，後に見

るマラルメの二つの言語，直接的言語と本質的言語の分類の継承に他ならなレモ1）こ

とは言うまでもない。

今，詩人マラルメの詩を，芸術作品として捉え解明を試みる立場を取り得るであ

ろう。このように位置づけられた一つの詩，すなわち，一つの魂の高揚が，統一さ

れた印象の中に全体性をもつ一世界として，その鑑賞のつど，経験され再創造され

て存在するであろう一つの詩，その一例証を，今選ばれたマラルメの一つのソネに

見るのである。このソネは，いわゆるマラルメの「虚無の発見」と呼ばれる1866

年以降の時代の散文作品「イジチュール」と同じ頃の創作と推定されている詩であ

り，当時の後期象徴詩群のほとんどがそうであるように，これも詩および詩人に関

する詩であると言われている。マラルメにあっては，その死の直前まで，過去のほ

とんどの時期の詩を見直し手を加え，ただ一っの「マラルメ詩集」として自ら編成

したのであり，創作の歴史的推移は通常の意味での重要さを持ち難い点があるが，
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苦悩の時の文学上ないしは哲学上の問題を，この詩に，重層的な一世界として，い

かなる形においてか発見し得るであろう。マラルメによれば，「一つの詩は，幾つ

かの単語で作られた，呪文のような一つの新しい語である。12）」と言う。14行の詩

が作る一つの言葉，一つの観念，一つの世界が，いかなる甦りをなし得るものか，

その一例を追求し現出させることが，求めるところである。

第二章　ソネ3＜Mes　bouquins．．．》

選んだ詩の決定テキストは，以下である。13）

Mes　bouquills　referm6s　sur　le　nom　de　Paphos．．．

Mes　bouquins　referm6s　sur　le　nom　de　Paphos，

Il　m’amuse　d’6hre　avec　le　seul　g6nie

Une　nline，　par　mnle　6cumes　b6nie

Sous　1’hyacinthe，　au　loin，　de　ses　jours　triomphaux．

Coure　le　froid　avec　ses　silences　de　faulx，

Je　n，y　hululerai　pas　de　vide　n6nie

　　　　　　　・ri　ce　tres　blanc　6bat　au　ras　du　sol　d6nie

Atout　site　l’honneur　du　paysage　faux．

Ma　faim　qui　d’aucuns　fuits　ici　ne　se　r6gale

Trouve　en　leur　docte　manque　une　saveuf　6gale：

Qu’un　6clate　de　chair　humain　et　parfumant！

Le　pied　sur　quelque　guivre　o血notre　amour　tisonlle，

Je　pense　plus　longtemps　peut－etre　6perdument
A1’autre，　au　se血　brul6　d’une　antique　amazone．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

謌齔ﾟ　「マラルメ詩集」14）におけるこの詩の位置

創作年代にっいて

「私は2この夏，壮大な一著作の基礎を据えた。…私には20年の歳月力泌要だ。

その20年の間，一切の公開を放棄して，自己の僧院に閉じこもろう。15）」（1866
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年7月16日付，T．オーバネル宛）「私は，唯単に自分自身の中心を見っけた後，

私の全著作の基礎を据えてしまったと言いたかったのだ。このr著作』が構成され

る五巻の書物のためには20年の歳月が必要であろうと見越している。16㍉（同年同

月26日付，同氏宛）「私は，　r一夢想家の詩的存在を構成する文学的労作の全体』

について言っているのだ。要するに，これをその人の『著作』と呼ぶのだ。1防，（同

年8月8日付，同氏宛）このように，1866年7月から8月に再三にわたって，親
友オーバネノジ8）に語った総合的著作を成す五巻の書物19）のうちの一巻とも考えられ

ているところの，この約20年後1884年以後に発表されたいわゆるマラルメ風と称

される後期象徴詩群の一つに，この詩は属する’o）他の一巻と推定され得る，1867

年一69年倉作の「イジチュール」との相似性が認められるとされている，この後期

象徴詩群中の他の一つ，　「闇が宿命の法により…」との思想，律動，語法上の類似
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21）により，この詩は，1868年一69年頃の創作と想像し得るとされている。

発表について

この詩は，最初1887年1月，「独立評論」に発表された後，同年4月，マラルメ

自身の意志による最初の「マラルメ詩集」（Les　Po6sies　de　St6phane　Mallarm6）に，

最後のソネ11のうち7番目に置かれている。ところが，同じくマラルメ自身により整

理刊行されたと推定されている子2）マラルメの死後直後に出版されたデマン版「マラ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23）ルメ詩集」（Les　Po6sies　de　S．　Mallarm6）においては，巻頭に「禮」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が序詩の如く

新しく置かれたように，巻尾に，この詩が新しく配置されている。巻頭の詩「禮」

が，言わば，海と旅の霊感に，親しい詩人を同舟の客にたとえて，帆の素白の悩み

を歌い，序詩としてふさわしいと認められているように，この詩においては，巻末

の詩としてのマラルメの決定の意図が読み取られ得るであろう。すなわち，この詩

は，その一面的見方，いわは散文的見方によっても，古書に読み耽っていた詩人が，

美の都パフォスという名に出会って諸々の感概に耽り，再び恐らく美を瞑想する，

外は雪が降る素白の世界であり，本はここに閉じられた，という外観を持っもので

あるから，巻尾の詩として動かし難く適しているであろう。無論，これも当節以降

の解釈が，明白にするものではある。

第二節詩句に従って

先ず，詩句の順を追っての解釈を試みたい。

Str．1，肌1　Paphos　：パフォスは，地中海東部，キプロス島の南岸に建設さ’

れた古都の一っ，現在のBaffo。この町は，当時のいわゆる世界の東方，小アジア
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に居住するアマゾン（古代女武者）によってその基礎が作られた。また，ギリシァ

神話によれば，パフォスの島キプロスは，海の泡aphrosから生まれた美と愛の女

神，アフロディテがう最初に着いた島であり5この島には，この東洋生まれの女神

に聖なる地として各地に祭社があるが，特にパフォスには，大社殿が設けられてい

た34）この事情はマラルメの「古代の神々」にも見られる如く彼の知るところであ

る卸この一語パフォスは，地中海の島の都に聾える美と愛の女福アフロディテの

大社殿を，マラルメに想起させ，我々に想起させるであろう。また地中海に関して

は，マラルメの次の手紙がある。「ニースという舞台装置を今まで私から隠してい

た幕を，ルフェビュールが上げてくれた。私は気でも狂ったように地中海に陶酔し

た。この世のものであるあの空は，何と神々しいことであろう。」25）（1866年4月

付，カザリス宛）この年4月，マラルメは，地中海岸を，友人ルフェビュール26）と

旅行している。

Str．1，　v．1　bouquins：ところで，この古代ギリシアの紺瑠璃の空と海に聾え

る，常夏の太陽の下の美と愛の神殿は，マラルメの真冬の部屋の机上の古い書物の

黒い文字から生まれた空間に他ならない。パフォスという語を古書に見出し，彼は

それを閉じ，瞑想の世界に入るのである。

Str．1，　v．2　　11　m’amuse＜d’6hre＞avec　le　seul　g6nie

96nieは，ここではラテン語の意味で使用されているであろう『）すなわち，　h1一

96nium：才能，創意に富む精神，という程の意味であろうが，これに呼応する語が，

Str．　IV．に見られる。マラルメは，　v．1およびこの行以下が，精神の遊び，想像力

の遊びとしての行為である事を，ここで明確に告げる。この「遊び」の語に関して

は・後に第巫章において言及される。

Str，1，　v．3　11　m’amuse　d’61ire　avec　le　seul　g6nie！Une　ruine

今はなきパフォス神殿の廃櫨のことであろう。彼が選ぶのは廃櫨である。廃櫨と

は，何も無い所。しかし，その何も無い空間とは，どのように何も無いのであるか，

あるいは，どのようにか何かが有るのであるか。続くv．3　v．4にそれを見る。

Str．1，　v．3　Une　ruine，　par　mille　6cumes　b6nie

m皿1e，6cumes，　b6nie，この三語は，前述の海の泡から生まれてこの島に着いた，

美と愛の女神アフロディテを喚起するに十分であろう。次の詩句もさらにそれを暗

示する。

Str．1，　v．4　　　Sous　rhyac血the，　au　loin，

E．ヌーレは，古代に神殿を飾ったヒヤシンス色（董青色）の豪奢な布を示すであ
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　　　＿　28）@　　　　　Ch．シャッセは，もし神殿の中庭を飾るヒヤシンスの花でなければ，ヌーろうと言い，

レの想像通りであろうと，前者を強調するζ9｝その両方であろうカ㌔ヌーレのその花の

「色」である「紺瑠璃の神殿の布」が蒼宥の色と壮大さと，古代性による神秘性を与える

と同時に，その色の「花」も，神殿の中庭の景色，冬がその美しさを隠すであろうと

ころの景色を飾り，Str．　IIをも予感させ，さらに，寒い冬に虐げられた世界に花を咲

かせ春をもたらす，春の女神でもあるアフロディテを想起させるであろう。縦横に張

られた言葉の多義性による重層性こそ，マラルメの求めたものであった。

Str．1．　v．4　　Sous　1’hyacinthe，　au　loin，　de　ses　jours　triomphaux

空間的にも時間的にも遠い。地中海の最東方の孤島における，光り輝く栄華の時

のパフォス，パフォス神殿とは疑う余地がない。ここで，いかなる廃塘かがわかる。

そこに彼の想像力が・海と太陽の古代ギリシア・天上栄華の美と愛の神殿を建てた，

そのような今は何も無い廃櫨であった。

Str・1・v・5　　＜Coure＞1e　froid　avec　ses　silences　de　faulx

光り輝くパフォスを想ってはみるが，今，現実にマラルメを取りまくのは，冬の

寒さである。それも，北風の激しい音を伴った寒さではない。沈黙を伴った，音の

無い，より不吉な無風の瞬間，凍りつく寒さである。ifaulxとは，草刈りの鎌，鉦

UXの古形90）これは，中世以降のヨーロッパの絵画に典型的に見られる死神のもつ

鎌を連想させる餌何かのリズムにも似た北風の音を，死の鎌で断ち切ったような沈

黙を伴う寒さである。彼は，この無風無音状態に，最高の壮絶の寒さを見るのであろう。

Str．　II，　v。5　　Courle＜le　froid　avec　ses　s皿ences　de　faulx＞

動詞coureは，ここで願望，挑戦の意味を持つであろう。すなわち，どんな寒さ

でも走るなら走るがいい。死の鎌を思わせる沈黙の寒さでも走ればよい。すなわち，

現実の真冬の壮絶の寒さが，想像する常夏の栄華のパフォスの熱と光を消し去ろう

とするなら，してみればいいという，現実の最高の脅威に対するマラルメの断乎たる

態度がうかがえる。

Str．皿，　v．6　n6nie

n6nieは，古代ローマにおける，葬礼の歌弔歌，悲歎の歌である。この語に1よ

Str．1の古代ギリシアの世界を踏襲した，言わば，時間的空間的地方色としての遊

び，計算があるのであろうか。ちなみに，Str．1の96nieのラテン語的意味による

使用，Str．皿のfauxの古形，　faulxのラテン語の名残りの使用も，ほぼ同様の意

味で解釈し得るであろう。また，E．ヌーレは，この語n6nieが［n】を頭韻した否

定的な二語ne－nieから成立していることに注目するがρ2翫5と共にこの肌6は，
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次に見るように否定的な不吉な情趣を与えるであろう・さらに・このn6nie及び次

のd6nieとStr．1の96nie，　b6nieとの音と意味の対照明暗は興味深く思われる。

Str．　H，　v．6　　　Je　n’y　hululerai　pas　de　vide　n6nie

hululerは，集など夜の鳥が嘆き悲しむように泣き叫ぶこと。低く閉ざされた音を

もつ不気味な否定的表現であるが，しかし，何に対して，挽歌，失なわれた物に対

する悲歎の歌を叫ばないと言うのか。次の二行に見る。

StL　皿，　v．7　　　blanc　6bat

雪である。白い雪の舞う様であろう。雪という具体的な事物から，色と動きの印

象を抽象した，一考に価する表現である。

奔放な想像力によって，現実の事物を，線や色，動き等の属性に解体して，その

事物から解き放たれた無数の破片を，魂の内奥から発する方則に従って組み合わせ，

新しい世界を創造しようとする，これはまさしく，狭隆な現実から逃れようとする

思考と正確に呼応する近代芸術の基本的思考であろうが，抽象絵画の画布を見るよ

うなこの表現，現実的秩序からすれば奇型に他ならなく，恐らくマラルメの難解晦

渋との評価に，表現上の責の一端を担うこの表現は，まさに，対象を描くかわりに

純粋な線と色彩の緊迫を構成する，すなわち，客体の客観的フォルムではなく，

自らの精神の根源的フォルムを創造する抽象芸術のそれであろう。33）この表現は，

マラルメの詩の本質に関わるものと思われるため，また，これが例外的な偶然の表

現でないことを示すために，他の例を次に二ρ挙げたい・
「その街路は，さらされていたのだ。黒脈罷動に，飛び散る帽子に34）」黒い飛

翔・色彩と運動の非現実的突きまぜ，で捉えられたものは，後で判明する，風にあ

おられて一勢に街路を舞ってゆく無数の黒い山高帽子である。「ひとつの花飾りが
　　　　　　　　　　　　　　　　　conflit　　　　　　　　　　　　　　blanc

Dれもつれてそれ自身と争うジこの白い不和は，蒼白い窓ガラスのほうへ逃げなが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　35）ら・その屍衣となるよりも，むしろ翻える。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」ここでは，レースの事物性は消え，

抽象を目指す想像力の生んだ，色と運動だけが現れている。

さて故に，この詩において，確かに，blanc　6batは，後に続く現実の冬の景色で

あることから，雪と判断できるであろうが，注目すべきは，その雪が，白いものぞ

して無限に跳びはねるものとして捉えられ表現されたことであろう。なお，このb一

lancという語は，ヴァリァントによればマラルメの好みの三語，　pur，　blanc，　vierge

のうちの選択に躊躇した後，決定されたものであることがらも，当然，純粋性，白紙性，

無庇性等，まだ使われていない，免れている，何も無い状態という類推を許すであろう。

Str．　II，　v．7　Si　ce　tr6s　blanc　6bat　au　ras　du　sol＜d6nie＞
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そしてこの無数の雪片は，冷い風が地面にそって運んでいるのである。

Str．　II，　v．8　paysage　faux

Str．1で，想像力が現出させた光り輝くパフォスの景色。

Str．皿，　v．7～v．8　　Sicetrさs　blanc　6bat　au　ras　du　sol　d6nie／Atout

site　l’honneur　du　paysage　faux

あらゆる現実の景色が，想像する常夏のパフォスの景色になる名誉を受けること

を，この降りしきる雪が否認するとしても，すなわち，私の夢想を否認しても嘆か

ないというのである。無限の白い動きが，現実の景色をかき消し，その後に，パフ

オスの光に満ちた景色の上にも降るとしても・詩人は寒さに抵抗したように・視覚

的にも，現実に抵抗する，というのであるが，この無限の白い動き，素白皆無の動

なる静の中に，また詩人は，何をか見るのであろうか。

Str．皿，　v．9　　Ma　faim　qui　d’aucuns　fruits　ici　ne　se　r6gale

さて冬の部屋（現実）に引き戻された詩人は，渇望を感じていたのである。いか

なる渇望か。

rrこの世にない物』を求める気持ちが生涯かけた作品の生まれる動機であり原

動力であります。…地上の事物が，根をはやして，がっしりと立っているのを見る

と倦怠を感じま嘉）」等マラルメの地上の事物そのものに対する不満足の明示は

頻繁であり，この果実は，今，地上の事物の代表として示されていると考え得るが，

なぜ特にこの語が使われねばならなかったのであろうか。後に見る。

Str．皿，　v．10　　en　leur　docte　manque

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●р盾モ狽?ﾍ，　Str．1のg6nieと呼応するであろう。現実の果実の無い状態において，

の意であるが，そこでは博識な創意に富む精神によって夢幻の世界を創造し得るよ

うな果実の欠乏状態，現実の物のない状態，において，の意味であることは，続く

詩句によっても判明する。

Str．皿，　v．10　　une　saveur　6gale

現実の果実と同じような，風味，味わい。

str．皿，　v．9～10　　Ma　faim　qui　d’aucuns　fruits　ici　ne　se　r6gale／Troレ

ve　en　leur　docte　manque　une　saveur　6gale：

現実の物に満足できない詩人の渇望は，その現実の物の全く無い所に，想像力に

より・現実と同じような風味を発見する，と言うのである。その風味，渇望を満た

虜現実の物ではない物，しかも現実と同じ物17）とは：によって次の行に示される。
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Str．皿，　v．11　　Qu’un　6clate　de　chair　humain　et　parfumant！

unはun　fruitである。　un　fruit　de　chair，この肉体の果実が女性の胸である

ことは，Str．　IVにおいて最、明白にされるが，シャッセの指摘するように，マラ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　38）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　またモーロンの言うルメが女性の胸として「消費せぬ果実」と表現していること・

ように，39）humainの語が，　fruitとseinを結びつけるであろうことに注目したい。

parfumantについては，ヌーレによれば，40）凡庸で受身なparfum6のかわりに，光

と香りの放射的行為を表現するために，感嘆符と共にこの形が使われていると言う。

動詞6crateは，　Str．皿，のcoureと同様，希願を表す。一つの素晴しい女性の

胸が馨しく光り輝き罐裂れるように！ということである。地上の物に満たされぬ渇

望が，現実の物の不在の場に，博識な想像力によって見出す，現実と等しい味わい

とは，このようなものである。

Str．　IVP C　v．12　　　　Le　pied　sur　quelque　guivre

avoir　les　pieds　sur　les　chenetsという表現がある。苦痛なくくつろいで，とい

う意味であるが，この詩においてsurの後の不可解な語が，薪掛けと関連するであ

ろうこと，この語句が，くつろいだ姿勢を暗示するであろうことが，この表現から

類推できるであろう。

Str．　IV，　v．12　　　　guivre

　　　　　　　　　　うわばみｱこでは，無論，大蛇，蟻i蛇の動物そのものではなく，蛇の型をした飾り，薪掛け

の飾りであろう。この蛇は，子供をのみつつある大蛇で，架空の伝説上の蛇であり，

これは幻想的に古代を想わせ，また，「奇怪な象徴的動物と気安くつきあっている

超人的存在4吻たる神々の姿から，大蛇の頻出するギリシア神話を想起させるであ

ろう。

ところで，マラルメの詩において同様の動物の扱い方は珍しくなく，一散文詩「冬

の戦｛栗421の黄金の剥げたguivreが，姿見の縁取りであり，ソネ「高々とその

純らかな爪が縞璃璃を繋げ…43㍉の中の一角獣が，一角獣の彫刻であり，ソネ「誇

らしい自負心は，みな，夕暮れに・・μ）」の中の鉤爪が，猛禽を暗示した章卓子の飾

りであり，詩「葬の乾杯勉の，のたうつ黄金の怪物が，酒蓋に刻まれた飾りであ

ること等が見られる。この動物達は，家具古道具類に刻まれた飾りであり，マラル

メの視覚に長年住みついた動物達は，時と場合に応じて，何か象徴的怪物となって

現われるのであろう。シャルポンティエは，彼の事物への凝視について的確に説明

する。46）彼の小さな部屋には，蛇やセイレンで縁取りされた鏡，サクソニアの置時

計・章椅子，綴織のカーテン，種々のガラス製品等の家具がある。彼の凝視は何年
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も続いており，突然ある日，彼はその物を記述する。その記述は，必然的に，彼の

凝視の毎にその無言の家具が彼の裡に湧き上がらせるイデーと冒険を含んでいるの

である，と。

この蜂蛇も，そのような出現であろうし，ここでひとまず，古代性と異様な怪獣

性とが見出されるであろう。

Str．　W，　v．12　　Le　pied　sur　quelque　guivre　oむnotre　amour　tisonne

いかなる薪掛けか。いかなる炉辺か。我々の愛の炎が，その火を掻立てるような

炉辺である。炉辺の夢想は，常夏の美と愛のパフォスを想わせ，さらに，その愛の

炎は拘を喚起するのであろうか。蜂蛇の薪掛けの上に片足を戴せてくつろいで彼は

考える。

Str．　IV，　v．13　　Je　pense　plus　longtemps　peut－etre　6perdument

激しい愛の感情に，心を乱し我を忘れる程にun（fruit）de　chairについてよりも

長く何を考えるのか。

Str．　IV，　v．14　　Arautre，

形式的には，Str．1Vのunの後半部としての1’autre（fruit），他の果実，他の

肉体の果実，他の女性の胸の事。すなわち，次のもの。

Str．】配，　v．14　　A1’autre，　au　sein　brα16　d’une　antique　amazone

amazoneとは，小アジァに住む，古代女武者であり，この部族は，男の子が生

まれると捨て，女達だけで生き，愛については，種族の保存としての意味しか知ら

ず，戦いの時，矢を上手く射るために，右の胸を焼いたという奇談で伝説されてい

るギリシア神話中の勇敢な女軍である。47）

マラルメの夢想するのは，アマゾンの焼かれた方の胸，存在しない方の胸である・

この存在しないため，近づくことのできない胸は，現存するもう一つよりも，さら

に魅惑的であるとするのである。不在の胸に，想像力によって美しい胸が，無限に

存在するのを見るのであろうか。

ところで，runとrautreが，形式的に呼応するものであることは，言うまでも

ないが，その意味するところは，Str．　IVにおいては，　runは，現実の物の不在の

場に現前する，現実の物ではなく現実の物であるところの，現実の物としての言葉

で表現された肉体の果実であろうし，Str．　IVのアマゾンの不在の胸であるraut一

reから連関する場合には，アマゾンの現存するもう一つの胸によって想起される，

全く現実の物としての胸，あるいは，アマゾンの現存の胸そのものであろうと考え

る・静的同一平面上・相矛盾するものの，動的印象の全体をこのように見ようとする
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ことも，マラルメの言葉の重層性の一種として認め得るであろう。

さて一方，最後に想起された，不在の胸を持つアマゾンとは，他ならぬ冒頭Str。

1，v．1において見た美と愛の都パフォスの建設者たる女武者の部族であった。こ

の相呼応する，詩の最初の語パフォスと最後の語アマゾンは，この詩の観念連合の

サークルを開き，そして閉じるであろう。あたかも首尾よく準備調整されたパフォ

ス神殿という紡錘の展開に他ならなかったかのように，詩は，構築され，無限の空

間に拡がり，そしてその後，いわば吸収されてしまっている。マラルメが，この詩

で彼の詩集を閉じた必然性は，ここにその一つを見ることができるであろう。

第三節　内的モティーフ

一つの印象の全体性のために構築されている詩を，分析される内的モティーフに

関して，前節から探索をすすめることは，印象の全体性を浮かび上がらせる必然的

方法の一つであろう。「詩を作るという行為は，一つのイデーが等価値の幾つかの

モティーフに分裂するのを，突然目の前に思い浮かべることであり，（その分裂し

たモティーフを，語でもって再び組み上げること）48）」というマラルメの詩想の逆

の方向を，詩の一っのイデーの追求のために取るという意味である。無論，これは

相互に絡み合い混在した形でしか捉え得ないわけであるが，49）今，言わば最も密集

した地点を視点に，モティーフを次のように五つに分類し，これを考察することが

出来よう。

〔1〕　始原性

マラルメが・パフォスと記し，アフロディテを想い，アマゾンを語り，また顕著

な例として，詩人の命を賭けるように「オルフェウス」を呼び出すのは，50）それら

の持つ多義な逸話と意味の背後の何らかの統一的な根拠に基づいているのであろう

か・すなわち，彼にとって，神話とは，神話の神々とは，何であったのか。この解

明によってマラルメの始原への志向を特色づけることが出来るであろう。

音楽と言語の総合芸術を目指したリヒァルト・ワーグナーの舞台（神話劇）につ

いて・「すべてが原始の小川の流れにつかって焼きを入れ直される。しかし，まだ

その根源の泉までさかのぼってはいない。51）」というマラルメの神話に求めた根源

、罐何か・続いて述べられる・「厳密な意味で叢耀玩蔽翫従つ欝

的な精神が，r伝説』を受け入れるとしたら，すり減った逸話などは取っておかずそ

れは特定の場所・臨人物から自由なr寓話』の形でしかない。そのr寓話』は大一

衆呪に隠れた秘密をあらわすものであり，天空のページに刻みこまれた物語で，
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『歴史』ですらも，その無益な翻訳にすぎない。52♪」すなわち，そのような神話を

構成する神々は，　「…ある典型（Type）。彼の身振りは，人間が天国や美しい風景を

求める夢を，自分の体で要約したものである。この典型は誰でもない（quelqu’un）。

またその舞台もどこでもない（quelque　part）。そもそも，精神的事実，たとえば象

徴の花が開いたり，準備されたりすることは，群集の目が射出す視覚の虚焦点以外

の場所を，その展開のために必要とするものだろうか。それこそ精神の至聖所であ

り，そこで最後の稲妻のひらめき（quelque　6cla廿supreme）’と共に，何物でもな

い『人の姿』（1a　Figure　que　Nul　n・est）が現れる5％ような神々なのである。鋤

たとえばオルフェウスにも，すり減った逸話に歴史の与えた降り積もる意味を担

った数人のオルフェウスがいるであろう。原始の世界の沈黙と残忍な不和の只中に，

調和と秩序を与えた魔術師オルフェウス。詩と歌の創始者，そしてそれによる人間

の精神の解放者オルフェウス。得られぬ望みを追う，人間の芸術行為の運命そのも

のを体現する詩人オルフェウス・その死が悲劇的な人間の運命そのものである，死

に向かう巡礼者オルフェウス。その死後も川の流れに歌わんとする不滅の魂オルフ

エウス。しかし，マラルメにとっては，そのすべてのオルフェウスは，言わば一つ

の本文に対する諸翻訳に他ならない。彼が，オルフェウスを呼ぶ時，それは，その

すべてのオルフェウスであり，従ってどのオルフェウスでもない，オルフェウス性

そのもの，オルフェウスというイデー，たとえば，詩人の運命と使命とでも言い得

るような一つのイデーなのであろう。同様に，アフロディテとは，実は，美と愛（

欲）の司神であり，女性の美しさの代表であり，冬の世界に花を咲かせる春の女神

であり，天地万物の創造者であり，東洋生まれの神秘な軍神でもあったアフロディ

テ55）とは，マラルメにとっては，そのような女神，女神像としてのアフロディテの

事物性の否定されたアフロディテ性そのもの，たとえば，美と愛のイデーそのも

のであり，アマゾンの欠如した胸は，胸の欠如性そのものに他ならないのである。

マラルメにとって神話の神々とは，イデーの全き体現者として，時間と空間を越え

て，不連続的に，一回的に，それ故無限回に甦り得るものに他ならない。

それ故・我々はこの詩において，パフォス，アフロディテ，アマゾン等の言葉か

ら，一見認め得る始原への志向の背後に，イデーの追求者としてのマラルメの選択

されたイデー・象徴されたイデーをこそ，その語の持つ始原的情調と共に読み取ら

ねばならないであろう。ちなみに，語そのものの持つ時間性によって，上記の始原的

情調を統一的に高める語として，guivre，　n6nie，96nie，あえて選ばれた古形faulxが

挙げられるであろう。
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〔2〕　美の追求

彼が本の中で出会った活字，パフォスという白紙の上の黒い文字は，彼にパフォス

の廃嘘を選ばせ，その廃櫨に彼の想像力は，古代ギリシァの蒼宥に浮かぶ神殿を建

てた。その時間と空間に住む詩人が，さらに想いを馳せるのは，そこに祭られたア

フ・ディテのさらに遙かな昔の神秘な美の誕生。想う太陽と迫る寒さに，現実との

相互関係に引き戻され，現実に満たされぬ詩人のまた想うのは，女性への愛，その

愛は，欠乏の中の完全な愛を求め，それは，　欠如した胸をもっアマゾンを喚起す

るが，一方アマゾンとは，他ならぬパフォスの建設者，女性の美しさの典型でもあ

る美の女神の神殿の都の建設者，美の都の建設者。ここで，美の建設を想うであろ

う。美の誕生を想い，美の建設を想う。「存在するのは，美だけだ。そして美は一

つの完壁な表現しか持っていない。それが詩というものだ。56）」と語るマラルメa

詩人としての創造の意志とも読み取れる美の追求を確かにここに認め得る。

しかし，注目すべきは，その追求の仕方であり，それは，記号の生んだ，今は何

も無い廃櫨の中に，完膚なき姿で想起されたパフォス神殿に祭られた，美のイデー

の体現者アフロディテの神秘的な現出によることであろう。

〔3〕　現実と非現実

マラルメが，　Str．皿において，真冬の部屋に寒さが来るなら来ればよい，真冬

の景色がパフォスの景色を消すなら消せばよい，と創造のものの，現実の感覚に対

する優位を，不吉な不気味な情調の中で断乎と歌っているのは，前節で見た通りで

あるが，またここで注目したいのは，彼にとって完き冬の厳しさとは，激しい暴風

ではなく，死の鎌の一撃が生む，音の何も無い場に現前される厳しさであり，また，

地上の物に満足できない欲望，　すなわち現実を否定する欲望が満たされるのは，

現実の物の全く無い場においてであり，現実と酷似した全き現実の味わいによって

である，ということである。なお，それ故，Str．皿において，真白の無限の運動

（現実）が，あらゆる景色を消すとしても嘆かないのは，現実の物でありながら，

噌言わば現実の空白状態に他ならないそれに，また何ものか全き物の現前を見るので

あろうからである。

つまり，確かにこの詩において，現実に対する拒否と非現実を選択する意志は認

められるが，注意すべきは，それらが，現実の完き物の姿を現実の不在の場に見る

ことによるのであり，従って・その非現実の物とは，現実の物ではなく現実の物で

ある・といった現実と非現実の関係の上に立つものであるということであろう。

〔4〕　愛の夢想
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地上の果実に満たされぬ飢餓が，いつのまにかすりかえられて求める女性への望

み，その全き味わいは，地上の果実の全く無い場，現実の女性の無い場に，現実と

相似た風味として発見されるのである。さらに，愛の炎が詩人の心を掻き立てる時

に想うものは，アマゾンの火に焼かれて無い胸であり，そこに，我を忘れる程に，

甘美な想いを見るというのである。

明らかに，果実から連想され，風味，味わいという語で二重性をもち，炉辺の火

に託された愛の炎に，焼かれた胸を夢想するというこの愛は，清らかな天上の愛と

いうよりは，官能的な愛欲といったものであろうことは，唯一のギリシアの愛欲の

神アフロディテ，その祭りが，ギリシアの例外的に淫乱な祭りである東洋生まれの

アフロディテを想わせるが，さらに注目すべきは，このような愛が，それらの現実

性の全く欠けた場に，全き姿として，アマゾンの東洋的怪奇的情調と共に求められ

ているということであろう。

〔5〕　家具の思考

「このサクソニアの置時計，…その昔，はるばるサクソニアから来たことを考え

て御覧。」「ヴェネツィア硝子の姿見，…蟻蛇の縁取りの中で長く凝視めていると

裸身の幻影を見るかもしれない。」「…一切の古道具類と云ひ，ベンガル雀も，青

い鳥も，時と共に色裡せたとさえ思われないか。」「お前に語らう，部屋の道具を

…」以上は，散文詩「冬の戦標」57）の詩句であるが，以下のマラルメの手紙と共

鳴するように，それらは彼の毎日の家具への視線を如実に示すであろう。「…自分

の思想で一杯になって，あたかも豪華な家具の宝石類を入れる引き出しのように，

窓破璃が，内部のr夢』でふくらんでいる，そして綴織の壁掛けは，見訓れた躾を

をつくって垂れ下がっている，そうした自分の部屋…58㍉　「古めかしいが，身に親

しい家具調度の中に居ることを，またしばしば白紙ではあるが紙を，私は好みます暑9）」

彼は，家具，特に古道具類を，毎日凝視めて想いを馳せるのである。未だ何も書

かれていない白紙の紙に，石胎の苦悩と共に万全の期待をこそ抱いて向かうように・

語らぬ家具に想いを馳せるのであろう。

さて，この詩において，詩人の部屋の想念のすべては，異様に表現された家具，

薪掛けの上に流れている。薪掛けではなく蟻蛇の上に足をのせて，と現れたこの蛇

も，詩人の長年の過去の凝視に，想像と思想で一杯になって，この日，象徴的に飛

び出して来たのであろうが・この蛇に付けられた冠詞に注目したい。quelque一マ

ラルメの頻繁に使う，この代名詞が，実在のどの蛇にもない，しかもすべての蛇を

含むことを如実に示す，言わば，一種の不定冠詞，第三の冠詞であろうと推察でき
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ることは，後に示されるマラルメの中心的思考や）及び，本節〔1〕始原性で見た

マラルメにおける神話の神の意味及びその用語法（Type，　Quelqu’un，　La　Figure

que　Nul　n’est）と照合する時，その妥当性を保つであろう。　quelque　guivreと

マラルメが言う時，そこには事物的に不在化された蛇が在るのである。

「我々は，どだい在るところの物しか，存在しないという公式を，盲目的に信じ

すぎています。61）」とマラルメは言う。「地上に存在せず，従って人間の眼から隠

れているものについて考え（ること，それは創造と同じである）61）」ようとする奔

放な創造力が，事物から解き放たれた線や運動から，たとえばblanc　6batといっ
た現実的秩序からすれば奇型な語句を創り，それが抽象芸術性に他ならないことは，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　imaglnatif　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　abstrait

灘講繍二卿と二藷裂難葺審鞭慧蘇礫島
序を否定しながら抽象に至る，それが創造である63）という明確なマラルメの意識を

示さないであろうか。

さて，このような抽象的精神は，元来，閉ざされた意味の狭陰な現実からの逃避

のもとに生れたため，現実のすべてを否定するわけであるが，とりわけその代表と

して，生命あるもの，自然を不純な混沌として排斥するであろう。自然の排斥が，

それと対置される無機物への視線を促すことは，抽象芸術の一つの動向であろう・

特にマラルメの後期の詩に著しく，またこの詩に異様な表現で現れた無機物家具

への視線に抽象的精神の至らしめる一っの道，自然を凌駕せんとする精神性の徴を

見ることが可能であろう。そのように凝視された薪掛けが，今，蜂蛇となって，恐

らく伝説における実物大程に大きく詩人の足下に解き放たれた。しかもこの瞬蛇は，

現実のすべてを含み，しかもどの蛇でもない蜂蛇性そのもの，蟻蛇というイデーと

して，一度は家具から，次に事物としての蟻蛇から，二重に解き放たれて，この詩

に生まれたのである。以上の様相こそが，その語の持っ古代性と怪奇的情調と共に，

読み取られねばならないであろう。

第四節　一つのイデーへ　　　　㌧

以上見た相互重層的な五つのモティーフから抽出されるもの，この詩のもつ一つ

のイデーを，今，適当な一つの言葉をして捉え得るであろう。

記号にすぎぬ書物の中の文字，パフォスという語が詩人に選ばせたものは，今は

何も無い廃櫨，その廃櫨に喚起されるものは，天上栄華のアフロディテの大社殿，

光と熱のパフォスから詩人の真冬の部屋に想念は流れ，そこで恐るべき脅威は，暴
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風の最大の音ではなく，沈黙に聞く壮絶の寒さ，現実に戻って想う飢餓が，現実の

味わいの完全な物を見出すのは現実のどの果実も無い場，その果実は女の愛に重な

り，愛の炎の暖炉の蟻蛇は，現実のどの蛇でもない不在の蛇，その古代性と怪獣性

とも言うべきイデーに足をのせて想うのは，アマゾンの無い胸，胸の不在，そこに

完全な胸の現前を見る。ところで，その女武者アマゾンから想起されるのは，彼女

達の建設，パフォス，そして神殿，そして軍神でもあったアフロディテ，それは現

実のアフロディテではないアフロディテ性そのもの，美の完膚なき姿，美，それは

他ならぬ，何も無い場，廃櫨において現前したのである。

確かに，詩人的立場としての美の追求の意志も見られ，ある色合いをもった愛も

夢想され，現実は強い態度で否定されもするし，古代への志向も，色，像，ともに

鮮かに感じられもする。しかし，これらの言わば問題の背後に，統一的な一つのイ

デーを見ることが，前節までの分析の結果として可能であろう・

すなわち，何も無い場に見る完膚なきもの，何も聞こえない所に聞く至上の脅威

の音，何も無い場に味わう完壁な味わい，そしてもはや事物としては何も無い動物

と神の全的本質的姿。そして，それらすべてを選択し，走るなら走れとし，見出し，

輝けと祈り，思考するという，せれらに対する詩人の意志。

また実は，それと相互作用的であるが，そればかりではない・一体，この詩には

何が在るのであろうか。本は閉じら編廃櫨は本の文字に他ならず，寒さは未だ走

っていない，挽歌は叫ばれてはいず，肉体の果実は未だ輝いていない，想うアマゾ

ンの胸は焼かれて無い胸である。在るのは，蟻蛇に足をのせ，窓外の白い動きを見

る詩人のみである。しかも蟻蛇は不在の蛇であり，真白な無限の動き，素白性とは

欠性概念に他ならなかった。すなわち，何も無い上に足をのせくつろぎ，何も無い

物を見て楽しみ想う詩人のみ。この詩にあるのは，まさしく言葉として在るより他

なく在る不在，と共に在る，想い楽しむ詩人のみである。

そしてさらに，主に前節で見た情調情趣，始原的情調，古代性と神秘的情調，不

気味さ不吉さ，東洋的神秘性，古代的怪奇的異様性，これらすべては，言わば，認

識における不在性とも言うべきものから来る情調情趣として，総合的不在性に情調

的に参与し，それを高めるであろう。
このソネは，以上の如く，不在性の巧妙な仕組みをもち，総合的に現前されるも　　　　　　　　1

のは，個々の経験的事実としての不在性を包含する総合的な不在性，すなわち，不

在性というイデーであり，またその不在性における現存性に対する詩人の追求の意

志であり，さらに他方，全体的不在性の中の詩人の夢想であるという全体性をもつ
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と考えることが・可能な工程と思われる・

この工程は，次章において，さらにマラルメによって，根拠づけられると同時に

展開され得るであろう。

第三章　「マラルメ」の世界とマラルメのr世界」

第一節考察の立場

この詩から抽出された，不在性，不在性における完き物の現存性，及び不在性に

おける現存性に対する追求の意志とは，マラルメにとっていかなるものであるかを，

この詩における「マラルメ」の世界の解明として，今，さらに考察しなければなら

ない。

一人の作家の全体的把握は個々の作品の検証によるが，その個々の作品の検証は
全体的連関の中でなされるべきであり，しかしその全体的連関は，個々の作品の検　　　　　　　　　　　　　　1

証によるその作家の全体的把握によって思考されるはずであるので，要するに作業

は常に相互作用的動的であり，常にそれのみとしては不完全に他ならなく，しかも

それしか方法がないであろう，そのような物として求められる不完全にすぎないマ

ラルメの全体的視点の考察が次節である。また故に次節は，この詩の，実はマラル

メの生む「世界」に直結するに他ならない「マラルメ」の世界への展開のためであ

ると同時に，や・奇異に見えたかもしれない部分を含む前節までの詩の解釈の根拠

づけのためのものである。

第二節　マラルメの思考

マラルメにとって，詩を構成する詩語とはいかなるものであったか。彼は，二つ

の言語があると言い，「物語り指示する報道記事に役立つ言葉の初歩的な使用64仙

を生の直接的言語として，詩語としての次の本質的言語と区別する。「私が花と言　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

う・すると私の声が何一つ明確な輪廓を残すことのない忘却の中から，既知のどの

花でもない，現実の花束には不在の花が，におやかな花の観念そのものである不在

の花が，音楽的に立ちのぼる。64）」とは有名なマラルメの言葉である。

ここで注目したいのは，現実のあらゆる花束にない不在の花が純粋観念として在

る・現実の花の根元とも言うべきものが，現実の花の他にあるという思考であり，

「私は仏教を知らずして無に達した。65）」とはマラルメのいかなる意識，認識に基
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いていたのであるかきわめて疑問であるが，この思考は，「東洋の無」の思考を想

わせる絶対的無を思わせる。東洋の無とは，有すなわちあらゆる存在の根元は，存

在の他になければなく，すべて有を有たらしめ存在を存在たらしめるそのものを，

仮に「無」と呼ぶなら，そのような意味における無であり，現実的には全く不在の

花，しかもそれはイデーの花という思考と呼応するであろうとの，哲学者田辺元の

「マラルメ覚え書き」，及び美学者小林太市郎の「マラルメの詩論」における言及

は，19世紀末ヨーロッパの芸術思想上，いずれ一考の価値を持ち得るであろうか。

ともあれここに，周知の通りプラトンから受け継がれたイデアリズムに「追い求め

て得られぬフーガやソナタ形式に他ならぬ文学66）」を追う彼の絶対的イデアリズム

が重層的に連関しているのを見ることが出来るであろう。

さて，マラルメにとって詩の言語とはイデーの世界を対象とする言語であり，そ

れは，「虚構の世界を作るための芸術に材料として使われる必要上，その虚像性を

取り戻す研）」ような言語であり，虚像性とは，すなわちたとえば花という語が，現

実の花の不在の中に，どの花でもなくしかもすべての花を含む花のイデーを現出さ

せる力のことであるわけであるが，しかし，このような詩語は，完全なものであり

得るのであろうか。元来，道具的要素として生まれた言葉に他ならない以上，意味す

るものと意味されるものとの様々な点における分裂をそれ自体の内部に孕むのは当　　　　　　　　　　　　　　　　　」OUr　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　nuit

Rである。たとえば，マラルメは「昼，光」を表わす語が暗い音色をもち「夜，闇」

という語が明るい音色をもつと自覚して失望する。働　が，彼は続ける。「しかし

当然な明暗の交錯が実際に可能だとしたら，詩句など存在しなくなるであろう・な

ぜなら詩句は，’言語の高級な補足として，その欠陥を哲学的に補う役目をもつのだ
　　68）から。　　　　」

ここに，マラルメの詩語に続いて詩句が，明らかにされる。すなわち詩句とは，

「幾つかの単語から作られた，呪文のような，国語の中にそれまで存在しなかった

新しい一つの語69㌔として存在しジ「虚像的な火の連なり70）」の如く事物の観念そ

のものを現出させるものなのである。今，語の虚像性と共に，詩句の全体的虚像性

が説明される。詩句は，語の欠陥を補いながら，すなわち語の放射する虚像を交

錯させ重層化しながら，一つの虚像体としての非現実的空間，詩的空間を作るので

ある。故に，語がその虚像性によってその事物の不在の場にそのイデーを現出させ

る時，詩句は，その虚像性によって，語の欠陥を補いながら，その事物的不在の場

に一つのそのイデーを現出させるのである。

ところで，このような虚像体を現前させる詩に捉えられんとするものは何か。「我
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々は，どだい在るところの物しか存在しないという公式を盲目的に信じすぎていま

す。7b」と不在の物に対する我々の盲目の眼を開かんとするマラルメの求めるも

のは，「彼岸の世界に輝いているもの7当であり，詩を書くという行為は，「彼岸

のもの」を虚像体として現前させること，具体的には，「我々の精神に触れてくる

像…その像と像との交差する点には，美しい何かの姿が現われ…何物かの告知が感

じられる…この現象をつかまえて書き記すこと…宇宙に縦横に引かれた観念の線を

書き記すこと71）」書き記してそのような姿を現出させることに他ならないのである

が，前述の「人間の眼から隠れているものについて考えること，これは創造と同じ

である72）」と共にこの言葉によって，「彼岸のもの」とは，いわゆる空想のもので

はなく，この現実に垣間見得る隠れた意味の発見によってその全体を形成するとこ

ろのものであることがわかるであろう。そして今もはや明らかに，これは抽象に至ら

んとする彼の詩精神を暗示するであろう。

では，一体このような背景をもつ詩作行為は，マラルメにとって何のためであっ

たのか。「世界のオルフェウス的解明，それが詩人の唯一の任務である…7％とい

うマラルメの断言は，　「詩は…人間存在の神秘的な意義の表現であり…それが唯一

の精神的任務である74）」「一巻の『書物』，それは人間の解明7％　「文芸とは…人

間の精神を，現実という一握りの埃から解放する以外の何事でもない。76♪」等の酷

似した表現を考慮する時，詩は，彼にとって，地上と人間とを歌の空間へ，人間と

世界とをそれらに与えられた現実性の外へ展開，解放することであるという意味に
とることが，一っの妥当な見方77）として考えられるであろう。

しかし，このような目的をもった詩作行為，文芸活動は，元来，可能な行為であ

ったのか。垣間見る「彼岸の世界に輝いているもの」を輝かしい形で虚像体として

現出せしめるという行為は，可能であったのか。「書くという事，インク壺はまる

で意識のように透明な水晶で作られているが，底には闇の色をした滴がたまってい

る・…何かが存在するということは，インクの滴のように不透明なものだ。…君は

見る，暗い空の上に星辰のアルファベットが…姿を現わすのを。だが人は，そのよ

うに黒い紙の上に光り輝くインクで書くのではない。白紙の上に黒々とした文字を

綴ってゆくのだ。78）」あたかも存在すべての不条理を暗喩するかの如きこの文章は

書くことの根源的不可能性に対する敬慶な認識の証ではなかったか。「根本におい　　　　　　　　　　／

て唯一つしかないと確信される数巻から成る『一の書物』…私はやり遂げるでしよ

う・…しかした∫その一断片を示すだけ…残余の全体については，一生涯かかって

も書けないことを示すのみです。79）」詩業全体に対するこの言葉は，また生涯の創
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作の意志と，その完成への到達不可能性一実はその不可能性こそが無限の接近を可
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　80）能にするものであるが一の認識との証ではなかったであろうか。

第三節　「マラルメ」の世界とマラルメの生んだ「世界」

前節は，考察する詩のイデーが，実はマラルメの詩及び詩作行為そのものに極度

に連関をもち得るものであり，そのようなイデーに与えられ得る意味と重みを明ら

かにするためのものであった。さて，ここで，　「マラルメ」の世界として，この詩

を以下のようにも考察出来よう。

この詩から抽出した統一的一面である，不在性，不在性における現存性，すなわ

ち不在の中の全き現実，どこにもなくしかもすべてであるようなイデーの現出とは，

マラルメにとっては，「花」で代表された詩語そのものとも言えるものであり，従

って「一つの新しい語」である詩句，詩そのものであり，さらに不在性における

現在性に対する追求の意志とは，不在の中に全き物，イデーを現出せしめんとする

こと，すなわち上記のようなマラルメの語，詩句，詩を創ろうとすること，前節に

示した詩を書くということに他ならないという，マラルメの思考内部における連関，

言わばマラルメ的アレゴリーを考えることが可能であろう。すなわち，この詩に，

詩作行為をせんとする詩人の姿を見ることが，マラルメのそれへの意識如何にかか

わらず，マラルメ的アレゴリーとして考え得る一つの解釈であろう。

ところで，徹底的イデアリストたるマラルメにとって，詩作行為が根源的不可能

性の上の到達不可能に向かっての無限の探究に他ならなかったことは，前節に見た

通りである。

では，この無限の探究である詩作行為をせんとする詩人の姿は，この詩において

いかなるものであったか。彼はIl　m’amuse（d’61ire＿）楽しんでいると言う。第

二章第二節で述べたように，それはjeu　d’esprit，現実の何ものにも縛られない精

神の自由を意味するものでもあろうか。彼にとって文学は，jeu　litt6ra廿〔§1）賭けで

あり遊びである。ここに，詩作活動の根源的及び究極的不可能性を身に引き受けな

がら創作する解放された精神の創作の意志を読み取ることが出来るであろう。

さらに一方，第二章第三節において挙げたもう一っのこれらと相互作用的な全体

的一面，不在性の中の詩人の夢想について，今，相互作用的に妥当性をもって一解

釈を与え得る。不在，その中に全き物が現存する可能性をもつ不在の中で，想い楽

しむこの詩人のこの姿は，言わば，絶対無に遊ぶ解放された精神の姿として解釈し

得るであろうか。歴史の晩期，文化の燗熟醇化の極地に生成される世紀末デカダン
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スとあるいは触れあうかもしれない，言わば人間の晩期，老成的思惟，東洋の心§2）

を，それらの経路の結果に及ぼす影響の点において，すなわち自然を征服して生き

抜いてきた人間と自然と融和して住みついた人達の表情の点において・微妙な相異

を払拭しくすことは出来ないのであるが・それをここに一つの酷似した精神の姿と

して見ることも出来るであろうか。83）

さて今や，この詩の総合的一面のすべてを包摂出来そうである。解放された精神

の創作の意志とある色合いを帯びた解放された精神，そしてその色合いを助長する

詩の世紀末的情調一既に不在性を助長するとした，過去の世界と未知の国への想念

は，世紀末芸術に特徴的なものでもあるξ4）すなわち，深い諦念に充ちた自由な精神

の創作の魂。実はこれは，彼自らも静かに語ったところであった。「絶対の峰の頂

き，それこそ彼岸の世界であり，誰一人到達できようとは思えない，とわかって

いても，自分は決してこの旅に出たことを後侮しない。85）」「私は私なりに，自分

の天職について，たとえ日没寸前の太陽のような光でもいいから，光を求めたい。

これが成熟した人間の態度とも思えるのです。86）」

ここには，世界の不純とその純粋化への到達不可能に激怒する青年詩人の姿もな

く，喜びと悲しみに身も世もなく街を彷う少年詩人の姿もない。珠玉の象徴詩人で

あり，生涯平凡な一市民であった人，パリに生まれ，ロンドン滞在の後，田舎町トウー

ルノン・そしてブザンソン，アヴィニヨンと転々と任地に着き，パリに戻った一英語教

師であった人の一つの生の姿がある。様々の亀裂を悠々と刻々と生きた人の一つの

生の姿，静訟な諦念に充ちたしかも執拗な魂の，しかもあるいはそれ故，解放された

一つの生の姿が，この絵画に先立つ文学の抽象芸術86あ中に，なお息づいているで

あろう。

結　　び

真の抽象が抽象と具象との相克の緊張の上にたっべきである・とするなら，絵画は

色と形の，文学は言葉の，素材性の窮極にたち宙止しなければならないであろう。

それは，動的相互依存性のうちに，輝く幻影として在る，あるいは不在い。ここに

深く関わるマラルメの詩精神を，・・Mensonge　Glorieux”たる彼の文芸を，「万人

の孤独な祝祭」を演じた彼の文芸を，その人と作品において，以後探究するための，

　これは，第一段階の論考である。

y
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ムンク等と共に，生の直感的把握を追求した世紀末の幻想芸術家であるが，た
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に見られ，感じられるものであり，この精神の軽重もまた，今後の一考に価し得

ると思われる。
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付記

ランガーは，音楽や造形美術のような文芸以外の芸術的表現ののもつ美的意味を

　　　　　　　　　　　　　・ｾ語的表現の場合と類比的に研究した。（Ph丑osophy　in　a　new　key・1942・Fe一

eling　and　form，1953）芸術は一般に「感覚的な存在形式をもった象徴であって，

感覚的素材を複合的に組み合わせた分節的形態をなし・その形態的構成の型によっ

て感情的意味を表現する」のであるが，クローチェに見られるような直接的に表現

される感情を拒否して，これを「媒材」の知的構成によって非感性化するところに・

ランガーの表現理論の意味論的特性が見出される。
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